
 

 

 

～○よ い環境 ○こ えかけ目をかけ手をかけて 

○ぜ ったいやるぞの強い意志～ 
横瀬町 家庭学習の心得3か条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 【家庭学習のめやす】  ※家庭学習集中期間中は読書の時間を入れてもよい。 

学年 通常 家庭学習集中期間 
家庭学習集中期間 

（小中連携・中学校でのテスト期間） 

①  5/１９（火）～5/２５（月） 

②  6/2９（月）～７/ ５（日） 

③ 10/９（金）～10/1５（木） 

④ 11/１７（火）～11/2３（月） 

⑤  2/１９（金）～ 2/2５（木） 

１ 年 ２０ 分～   ３０ 分～ 

２ 年 ２５ 分～ ４０ 分 

３ 年 ３０ 分～ ４５ 分 

４ 年 ４０ 分～ ６０ 分 

５ 年 ５０ 分～ ７５ 分 

６ 年 ６０ 分～ ９０ 分 

横横瀬瀬町町立立横横瀬瀬小小学学校校  
 

家庭学習のやくそく 

１ 毎日自分が決めた時刻に学習を始める。 

２ めやすをもとに１日の学習時間を決める。 

３ 机の上には学習用具だけをのせる。 

４ ものを食べながら勉強しない。 

５ テレビや音楽を消して勉強する。 

６ 宿題を始めに、次に自主学習にも取り組む。 

７ 次の日の学習の準備をする。 

家庭学習とは、 
宿題（音読練習含む）＋自主学習＝家庭学習 

 自主学習は、宿題(音読練習含む)を除いた学習です。このてびきを参考

にして取り組んでみてください。 

【ご家庭の方へのお願い】 
・この「自主学習のすすめ」は、お子さんといっしょによく読んで確認し、お子

さんが自分で学習を選べるよう、支えていってください。 

・特に低学年のお子さんは、そばでの見守りか見届けを必ずお願いします。 

・約束を守ってやり終えたら「がんばったね｡」などとほめてください。 
 



 

 

1・2 年生 
粘り強く働きかけ、習慣にさせてください。また、

最後までやり終えたか保護者がそばで見守り、確

かめ(丸つけ)をお願いします。まちがいはその場で

直すことにより、力がつきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日記
に っ き

・作文
さくぶん

 

 ・読
よ

んだことや楽しかったことを絵日記に書きましょう。 

 ・おうちの人や先生に教えたいことを文に書きましょう。 

２ 文字の練習(プリントや漢字ドリルの活用) 

 ・習ったひらがな、カタカナ、漢字を書き順に気を付けてノートに練習しましょう。 

 ・「とめ・はね・はらい」や、４つの部屋を意識して練習しましょう。 

 ・ひらがなでしりとりをしながら書いてみましょう。 

３ 短い文を作る練習 

 ・くっつきの「は」「へ」「を」を使って文を作りましょう。 

  例：「わたしは、うたをうたいました。」 

４ 読書 

 ・絵本を読みましょう。また、読み終わったら、おもしろかったことをノートに書

いてみましょう。 

５ 計算練習(プリントや計算ドリルの活用) 

 ・１０までの数を書く練習をしましょう。 

 ・合わせて１０になる数を書きましょう。例：２と８、６と４ など 

 ・２０より大きい数を１０がいくつと 

１がいくつに分けましょう。 

 ・たし算とひき算の練習をしましょう。 

１年生
年

seisei 

sei 

sei 

sese

生 

・家にある問題集にチャレンジするの

もいいですね。 

・上に書かれていない学習を自分で考

えてするのもよいことです。 



 

1・2 年生 
粘り強く働きかけ、習慣にさせてください。また、

最後までやり終えたか保護者がそばで見守り、確

かめ(丸つけ)をお願いします。まちがいはその場で

直すことにより、力がつきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日記
に っ き

・作文
さくぶん

 

 ・思った
おも

ことや気付
き づ

いたことを入
い

れて遊
あそ

んだことや楽
たの

しかったことを書
か

きましょ

う。（１５０字
じ

程度
て い ど

） 

 ・「 」を正
ただ

しく使
つか

って会話
か い わ

文
ぶん

を入
い

れた文
ぶん

を書
か

きましょう。 

 ・習
なら

った漢
かん

字
じ

を使
つか

って書
か

きましょう。 

２ 漢字
か ん じ

の練習
れんしゅう

(プリントや漢字
か ん じ

ドリルの活用
かつよう

) 

 ・習った
なら

漢字
か ん じ

を書
か

き順
じゅん

に気
き

を付
つ

けてノートに練
れん

習
しゅう

しましょう。 

 ・「とめ・はね・はらい」や、４つの部屋
へ や

を意識
い し き

して練習
れんしゅう

しましょう。 

３ 短い
みじか

文
ぶん

を作る
つく

練習
れんしゅう

 

 ・習
なら

った漢字
か ん じ

やひらがなを使って
つか

短
みじか

い文
ぶん

を作
つく

りましょう。 

４ 読書
ど くし ょ

 

 ・物語
ものがたり

の本
ほん

を読
よ

みましょう。また、読
よ

み終
お

わったら、おもしろかったことをノー

トに書
か

いてみましょう。 

５ 計算
けいさん

練習
れんしゅう

(プリントや計算
けいさん

ドリルの活用
かつよう

) 

 ・たし算
ざん

やひき算
ざん

の筆算
ひっさん

の練習
れんしゅう

をしましょう。 

 ・九九
く く

の暗算
あんざん

ができるように練習
れんしゅう

しましょう。 

 ・算数
さんすう

の問題
もんだい

を作って
つく

みましょう。 

 ・百
ひゃく

ます計算
けいさん

練習
れんしゅう

をしましょう。  

２年生 

・家
いえ

にある問題集
もんだいしゅう

にチャレンジする

のもいいですね。 

・上
うえ

に書
か

かれていない学習
がくしゅう

を自分
じ ぶ ん

で

考
かんが

えてするのもよいことです。 



3・4 年生 
自立心が芽生えてきますが、保護者のはたらきかけや確

認が必要な時期です。 

〈 国 語 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 算 数 〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 社会・理科 〉 

 

 

 

 
 

１ 授業で勉強した内容（復習） 
・大事なところに線を引きながら、教科書や資料集をもう一度読みましょう。 
・大事な語句を中心に教科書の内容をノートにまとめてみましょう。 

２ 予習や調べ学習 
・これから学習する内容を調べてみましょう。 

・くわしく知りたい内容や興味のあることを調べて、自分の言葉でまとめましょう。 

（理科）植物、動物の観察をしましょう。継続して観察できるといいですね。 

（社会）地域の特産物や歴史などを調べ、まとめましょう。 

 

 

  

１ 漢字の練習 
・今までに勉強した漢字や漢字ドリルの漢字をくり返し漢字ノートに練習しましょう。 
・漢字の手本を見ながら、「とめ・はね・はらい」に注意して、ていねいに練習しましょう。 
・漢字一つだけで書くのではなく、「じゅく語」や「短文」で書きましょう。 
 例：「伝」という字なら「伝言」「伝記」のようにじゅく語で書いたり、「伝記を読む。」の

ように短文で書いたりしましょう。 
・だまって書くのではなく、小さな声や頭の中で読みながら書きましょう。 
２ 意味調べ 
・国語辞典を使って、意味の分からない言葉を調べ、ノートに意味を書きましょう。いくつ
か意味がある場合は、文章を読んでその言葉の意味に一番合っているものを選んで書くよ
うにしましょう。 
３ 日記 
・できごとや体験したことについて題名をつけ、300字くらいで書きましょう。 
習った漢字を使い、様子や気持ちがわかるように書きましょう。 
４ 視写 
・説明文や物語文、詩をマス目ノートに正しく書き写しましょう。 
・何度も見みるのではなく、文のかたまりごとに一気に書き写しましょう。慣れてきたら一
回で見るかたまりを大きくしていきましょう。 

・句読点や行がえに気をつけ、５分間で125文字以上を目指してがんばりましょう。 
５ ローマ字 
・ローマ字をノートにくり返し書きましょう。 

  

 １ その日に勉強した内容の問題（復習） 
・教科書の問題や同じ内容のドリルの問題を解いて練習しましょう。 
・問題を解いたら、丸付けをしましょう。まちがえたら、「どうしてまちがえたのか」を確か
めて、まちがえがなくなるまでやり直しましょう。 
２ 計算ドリルやプリント、テストの問題 
・計算ドリルの問題をくり返し学習しましょう。 
・今までに勉強したプリントやテストの問題を、もう一度解いてみましょう。 
・まちがえた問題は、何度もくりかえし復習しましょう。 



＜ 国 語 ＞  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 算数 ＞ 

        
 

 

 

 

 
 

＜ 社会・理科 ＞ 

 

 

 

 

5・6 年生 
生活習慣を整え、計画的に学習できるようにしてください。

また、努力している姿を認め、ほめてください。 

１ 漢字の練習 
・今までに勉強した漢字を漢字ノートに練習しましょう。 
・漢字の手本を見ながら、「とめ・はね・はらい」に注意して、ていねいに練習しましょう。 
・漢字一つだけで書くのではなく、「熟語」や「短文」で書きましょう。 
・だまって書くのではなく、小さな声で読みながら書きましょう。 
２ 意味調べ・短文づくり 
・国語辞典を使って、意味の分からない言葉を調べ、ノートに意味を書きましょう。調べる
前に意味を予想してみるのもよいでしょう。いくつか意味がある場合は、文章を読んでそ
の言葉の意味に一番合っているものを選んで書き、できたら短文を考えてみましょう。（こ
とわざや四字熟語でもチャレンジしてみよう。） 

・詩や物語を考えたり、俳句などをつくったりしてみましょう。 
３ 日記・テーマ作文 
・心に残った出来事に題名を付けて習った漢字を５０字以上使って書きましょう。 
・ニュースや身の回りの事柄から自分でテーマを決め、意見文を 400 字～800 字で書きま
しょう。（目にとまった新聞記事を切り抜いておくとよい。） 
４ 視写 
・説明文や物語文、詩をマス目ノートに正しく書き写しましょう。 
・何度も見みるのではなく、文のかたまりごとに一気に書き写しましょう。慣れてきたら一
回で見るかたまりを大きくしていきましょう。 

・５分間で1５０文字以上を目指してがんばりましょう。 

  

１ その日に勉強した内容の問題（復習） 
・教科書の問題や同じ内容のドリルの問題を解いて練習しましょう。 
・問題を解いたら、丸付けをしましょう。まちがえたら、「どうしてまちがえたのか」を確か
めて、まちがえがなくなるまでやり直しましょう。 
２ 計算ドリルやプリント、テストの問題 
・計算ドリルの問題をくり返し学習しましょう。 
・今までに勉強したプリントやテストの問題を、もう一度解いてみましょう。 
・まちがえた問題は、何度もくりかえし復習しましょう。 

 

１ 授業で勉強した内容（復習） 
・大事なところに線を引きながら、教科書や資料集をもう一度読みましょう。 
・大事な語句を中心に教科書の内容をノートにまとめてみましょう。 

２ 予習や調べ学習 
・これから学習する内容を調べてみましょう。 
・くわしく知りたい内容や興味のあることを調べて、自分の言葉でまとめましょう。 

（理科）星や植物、動物の観察をしましょう。継続して観察できるといいですね。 

なぜその実験をするのか、なぜその実験方法なのかを考えまとめましょう。 

（社会）人物や都道府県の特産物などを調べ、まとめましょう。 

 


